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密度行列繰り込み群 (DMR司法は、 ¥Vhiteによる需発以来(1)、1次元量子多体系iこ対する最も

強力な解析手法のーっとして、その地位を確立している。特に、競記ギャップをもっ系に対して

は、相関長よりも十分大きな系の解析が比較的容易であるため、 DMRG法単独で訣定的な結果を

得ることが可能であり、様々な系の研究で或力を発揮している。しかし、 1次元量子系の典型的

universality classである Tomonaga-Iλlttinger語体では、相関長が発散しているため、 D班RG法

といえども有限サイズ効果を免れることはできない。特に、スピン葡濯や相関関数などの振舞い

を議論する場合には、有限サイズ効果を知何に取哲扱うかが問題となる。

本研究で我々は、 DMRG法と、 1次元量子系研究で強力な手法であるボゾン記法を組み合わせた

解析方法を開発した [2]0従来のボゾン化法では、無限系における相関関数の asymptoticbehavior 

が議論されていたが、我々は、ポゾン場に Dirichlet境界条件を課すことで、関放端をもっ有摂系

に対する、各種相関関数の表式を導出した。そして、その表式を使って、 DMRG語で求めた数笹

データをフィッティングすることで、ポゾン化法の有効理論に含まれる各種パラメータを靖度よ

く決定することに成嘉した。この手法の利点としては、 (i)数笹データが精度長くフィットされる

ことを用いて、系を記述する抵エネルギー有効理論を暖味さなしに特定することが出来る問、 (ii)

フィッティングにより得られた相関関数振幅などのデータを利用して、ポゾン化法による高精震の

定量的解析を実現することができる [4ぅ5ぅ6]、などが挙げられる。講演では手法の詳細とその適男

例を議論し、手法の有効性を示す。また、今後の適用可語性についても議論するc

本研究は吉崎昭氏{理研)との共同研究である。
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